
定 例 記 者 懇 談 会 次 第 

令和３年９月29日(水) 午後1時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階庁議室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 市長説明 

最近の市政運営について（別紙あり） 

 

 

３ 質疑応答 

 

 

４ 報道提供資料  

◇新型コロナワクチンの接種状況     …………………………………資料１ 

 ◇竜巻等災害に係る災害義援金について  …………………………………資料２ 

◇参院補選・市長選挙・市議会議員選挙について  ………………………資料３ 

◇RIDE ON MAKINOHRA おかえりプロジェクト    ………………………資料４ 

◇新型コロナ経済対策（商工業支援）について   ………………………資料５ 

◇RIDE ON MAKINOHRA 誘客キャンペーン（第３弾） ………………………資料６ 

◇企画展「続・まきのはらを築いた人々」の開催  ………………………資料７ 

◇スマホアドバイザーによるスマホ体験教室  ……………………………資料８ 

 

 

５ 質疑応答・懇談 

 

 

 

６ 閉  会  

 

 

 

次回記者懇談会 10 月 27 日（水） 午後１時 15 分～ 



 

 

（健康推進部健康推進課） 
 

１ 接種状況                         ９月 26日現在 

区分 人口 
１回目 ２回目 

接種者数 接種率 接種者数 接種率 

高齢者 A 14,072 人 13,196 人 93.77％ 13,200 人 93.80％ 

64歳以下 B 30,703 人 13,045 人 42.49％ 10,604 人 34.54％ 

全年代 C（A+B） 44,775 人 26,241 人 58.61％ 23,804 人 53.16％ 

※人口：総務省公表「令和３年住民基本台帳年齢階級別人口（令和３年１月１日現在）」 

 

２ 年代別の接種見込み                    ９月 24日現在 

年代 対象人数 接種見込数 未予約者 接種見込率 

60～64歳 3,191 人 2,943人 248人 92.23％ 

50歳代 5,597 人 4,947人 650人 88.39％ 

40歳代 5,724 人 5,196人 528人 90.78％ 

30歳代 4,505 人 3,541人 964人 78.60％ 

20歳代 3,827 人 2,787人 1,040 人 72.82％ 

12～19歳 3,003 人 2,508人 495人 83.52％ 

計（12～64歳） 25,847 人 21,922 人 3,925 人 （84.81％） 

0～64歳以下 30,703 人 21,922 人 ― 71.40％ 

全年代（高齢者含） 44,775 人 35,122 人 ― 78.44％ 

 

３ 若者の接種状況                         ９月 24日現在 

区分 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 19歳 20歳 21歳 22歳 

対象者（人） 321 396 404 408 394 393 397 390 357 420 426 

予約･接種済者（人） 135 331 329 369 357 338 363 274 246 285 291 

接種見込率（％） 42.06 83.59 81.44 90.44 90.61 86.01 91.44 70.26 68.91 67.86 68.31 

※小 6の対象者数は、9月が誕生月の児童までの数（接種券は誕生月の 1か月前に郵送） 

 

４ 外国人の接種状況                     ９月 24日現在 

区分 対象者 
１回目 ２回目 

接種者数 接種率 接種者数 接種率 

高齢者 A 49人 44人 89.80％ 44人 89.80％ 

64歳以下 B 1,761人 1,058人 60.08％ 439人 24.93％ 

全年代 C（A+B） 1,810人 1,102人 60.88％ 483人 26.69％ 

 

新型コロナワクチン接種状況について 

令和３年９月 29日  

定例記者懇談会【資料１】 



 

令和３年竜巻等災害に係る牧之原市災害義援金について 

（総務部総務課） 

（要旨） 

  令和３年５月１日に発生した竜巻等により市内で甚大な被害が発生したことを受けて実施

した「牧之原市竜巻等災害義援金」については、７月 30日に義援金の受付を終了しました。 

 義援金については、７月から８月にかけて被災者へ第１回配分を行い、今回、第２回配分(最

終配分)が確定したため、被災者へ第２回配分額の送金を行いました。 

１ 義援金の概要 

・名称：牧之原市竜巻等災害義援金 

・期間：令和３年５月10日（月）～令和３年７月 30日（金）  

・受付：牧之原市役所榛原庁舎窓口、相良庁舎窓口、さざんか(社会福祉課窓口) 

・受付金額 

区  分 受 入 額 備  考 

企業等 5,749,126円 54件 

団体 5,177,970円 43件 

その他(自治会等) 2,408,221円 45件 

個人 4,166,279円 313件 

合  計 17,501,596円 455件 

２ 義援金の配分 

（１）義援金配分委員会の概要 

設置目的 義援金を公平・適切に配分するため、配分基準等を定める委員会として設置 

委員会の 

委員 

副市長、総務部長、危機管理監、企画政策部長、福祉こども部長、民生児童委

員協議会会長、地区長会代表 

オブザー

バー 
静岡県健康福祉部福祉長寿局地域福祉課、日本赤十字社静岡県支部事業推進課 

監事 牧之原市監査委員、公金収納取扱金融機関(スルガ銀行) 

（２）配分結果 

配分対象被害種別 件数 配分割合 配分単価(円) (第１回配分単価) (第２回配分単価) 配分総額 

①全   壊 0 － － － － － 

②大規模半壊 1  1.0 1,802,379 700,000 1,102,379 1,802,379円 

③中規模半壊 4 0.7 1,261,627 500,000 761,627 5,046,508円 

④半   壊 2 0.5  901,162 300,000 601,162 1,802,324円 

⑤準 半 壊 5 0.3 540,697 200,000 340,697 2,703,485円 

⑥-1 一部損壊 
修繕費 

50万円未満 
39 0.03 55,271 20,000 35,271 2,155,569円 

⑥-2一部損壊 
修繕費 

50万円以上 
13 

0.03 
＋加算額 

89,196 

 (33,925) 

 20,000 

－ 

69,196 

 (33,925) 

1,159,548円 

(441,025) 

⑥-3 一部損壊 
修繕費 

100万円以上 
23 

0.03 
＋加算額 

123,121 

 (67,850) 

 20,000 

  － 

103,121 

 (67,850) 

2,831,783円 

(1,560,550) 

合  計 87 ― ― ― ― 17,501,596円 

  ※ ⑥-2及び⑥-3の下段( )は、配分単価等のうちの加算金額分を記載 

 

定例記者懇談会 資料№２  
総務部 総務課 
0548-23-0050 

 



【市長・市議選　今後のスケジュール】

【期日前投票について】

○期間…[参議院議員補欠選挙] 10月８日（金）～10月23日（土）

　　　  [市長選挙及び市議会議員選挙] 10月18日（月）～10月23日（土）

○会場…市役所相良庁舎３階会議室（１階ロビーから変更）、榛原庁舎２階ラウンジ

【投票について】

○県選挙管理委員会の発表時間に合わせて、投票率等を発表します。（市ＨＰにて）

【開票について】

○開票開始時間：午後９時30分～（通常より15分繰下）

○会場：牧之原市立榛原中学校体育館（牧之原市仁田静波１００番地１）

○中間発表と開票終了時刻（予定）

≪参考：H29市長・市議選確定時刻≫市長：０時45分、市議：０時45分

◆中間発表時及び確定時には、会場で各報道機関あてに用紙を配布します。

◆開票結果についても、市ＨＰへ掲載します。

≪参考：R1参院選確定時刻≫県選出：22時45分

第４回中間発表

開票開始

第１回中間発表

第２回中間発表

第３回中間発表

開票終了予定

第５回中間発表

第６回中間発表

第７回中間発表

21:30

22:30

23:00

23:30

0:00

10/7（木）、8（金） 立候補届出書類他事前審査

告示日（各種届出）

投・開票日

当選証書付与式

参議院静岡県選出議員補欠選挙及び牧之原市長・牧之原市議会議員選挙について

８時30分 ～ 17時

投票：７時 ～ 20時

開票：21時30分 ～

９時 ～

時　間月  日 内　　容

９時 ～ 17時

会　場

榛原庁舎４階会議室

榛原庁舎４階会議室

投票所：市内19か所

10/25（月）

10/17（日）

10/24（日）
開票所：榛原中学校体育館

榛原庁舎４階会議室

参議院補選 市長 市議

第５回：16時30分、第６回：17時30分、第７回：18時30分、第８回：20時00分、第９回：21時30分

≪発表時刻≫ 第１回：９時30分、第２回：10時30分、第３回：11時30分、第４回：14時30分　

21:30

22:30

23:00

23:30

0:00

21:30

22:30

23:00

23:30

0:00

23：20頃を予定 23:50頃を予定 1：00頃を予定

0:30

1:00

1:30

0:30

1:00

1:30

0:30

1:00

1:30
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「RIDE ON MAKINOHARA おかえりプロジェクト」について 

 

１ 概要 

県内外に進学した学生が地元企業に就職し、若者の地元定着を促進することにより、

地域経済の担い手となる人材の確保と地域企業の活性化を図るため、「RIDE ON 

MAKINOHARAおかえりプロジェクト」を立ち上げる。 

また、本プロジェクトへの参加を希望している企業を対象に企業説明会を開催する。 

 

２ 目的 

牧之原市で育った子どもたちが、更なる成長のために進学し、卒業後、牧之原市に

戻り、ふるさとの未来のために活躍できるよう地域の企業、市内賛同金融機関、市が

連携し、Ｕターン就職を応援する。また、地域企業の雇用確保と若者の定住を促進す

る。 

 

３ 支援内容 

（１）おかえり事業制度    … 地元の企業情報と交流事業を提供 

（２）おかえりローン制度   … 参加学生保護者が利用できる教育ローン提供 

（３）おかえり教育奨励金制度 … おかえりローンの在学中利子相当分を助成 

（４）スキルアップ応援金制度 … ５年間勤めた場合に、応援金の賛同企業と市か 

ら助成 

 

４ 企業説明会 

（１）日 時  令和３年１０月５日（火） 午前の部 午前１０時００分から 

午後の部 午後 １時３０分から 

 

（２）場 所  相良総合センターい～ら ホール 

 

（３）対象者  牧之原市、御前崎市、吉田町の賛同事業者 ６０社予定 

   （うち市内事業者 ３９社） 

 

（４）内 容  ・おかえりプロジェクトの概要について 

       ・賛同企業の登録方法について 

       ・スキルアップ応援金賛同企業の登録方法について 
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産業経済部 商工観光課 
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「RIDE ON MAKINOHARA」  

 おかえりプロジェクト 

企業 
  

市内出身学生 
  

賛同金融機関 
  

牧之原市 
  

高等学校  
 ・生徒へのプロジェクト制度周知 

企業情報提供 

交流事業への参加 

※ 参加には登録が必要  

おかえり事業 

おかえりプロジェクト 
公式ＬＩＮＥにて情報提供 

企業情報の取得（市ＨＰ ） 

・交流事業（合同企業説明会など）   
・企業情報の提供 

交流事業への参加 

おかえりローン 

スキルアップ応援金 

おかえり教育奨励金 

おかえりプロジェクトプラットホーム 
（企業、学生、金融機関、高校、市役所） 

ＬＩＮＥ登録 

通常金利2.4％～3.5％を 

2.0％で提供 



  RIDE ON MAKINOHARA おかえりプロジェクト 

「RIDE ON MAKINOHARA おかえりプロジェクト」支援制度 

支援制度 内容 支援方法 

おかえり事業 
 就職のための地元の企業情報と 

 交流事業を提供 

・企業情報をLINEで提供 

・インターンシップなど
の「交流事業」へ参加で
きる 

おかえり 

ローン 
 参加学生保護者が通常より有利な金利で
利用できる教育カードローン 

通常金利 
2.4％～3.5％が 

2.0％で借入 

おかえり 

教育奨励金 

 牧之原市に戻り、牧之原市、御前崎市、吉
田町の企業に就職すると、おかえりローンの
在学中利子相当分を助成 

4年制学校進学者 
在学中利子相当額 

最大24.2万円 

スキルアップ
応援金 

 Ｕターン就職後、牧之原市に住み、牧之原
市、御前崎市、吉田町の応援金賛同企業に５
年間勤めた場合に、賛同企業と市から助成 

 

応 援 金 
20万円 



 

経済対策(商工業支援)について 

１ 概要 

新型コロナウイルス感染拡大により影響を受けた地域経済の活性化を図るため、

牧之原市緊急経済対策事業として「プレミアム商品券事業（2021 年度後期分）」並

びに、「デジタルスタンプラリー事業」を実施する。 

 

２ プレミアム商品券について 

(1)名称：地域応援プレミアム商品券 

(2) 商品券発行詳細 

販売価格 
（１冊） 

プレミアム額

(率) 
購 入 
可能額 

発行数 利用総額 市補助額 

10,000円
（1,000円券
×12枚） 

2,000円
（20%） 

12,000円 10,000冊 1億 2千万円 2千万円 

 （商品券の発行から換金までの事務（及び経費負担）は、商工会が行う）。 

(3) 商品券使用詳細 

小規模店舗への消費喚起を促すため、商品券を２種類に分け利用制限を設ける。 

 指定店舗利用券(Ａ) 全店舗共通券(Ｂ) 

利用可能店舗 小規模店舗で利用可能 加盟店全店舗で利用可能 

１冊当たり内訳 
（12,000円／冊） 

7,000円 5,000円 

(4) 取扱加盟店について 

牧之原市内事業所を対象に商工会が募集。約 380事業所(令和 3年 9月現在) 

(5) 購入できる人 

市民（約 45,000人）及び市内在勤者（約 15,000人）約 60,000人 

1人当たり 2冊まで（1世帯当たり 3人分（＝6冊）まで） 

ただし在勤者は 1人分 2冊までが上限 

(6) 販売期間 ※完売次第終了 

○特別販売  

・日時：令和 3年 10月 31日(日) 8:30～12:00 

・販売会場：相良地区 い～ら、 

榛原地区 さざんか。 

○一般販売 

■販売会場：まきのはら活性化センター 

日時：11月 1日(月)～11月 12日(金) 9:00～16:00 

■販売会場：牧之原市商工会事務所 

日時：11月 1日(月)～11月 30日(火) 9:00～16:00 
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(7) 使用期間 

令和 3年 10月 31日（日）～令和 4年 1月 31日（月） 

(8)予約システムについて 

・販売会場の混雑緩和と、希望者が確実に商品券を購入できる様にするため LINE

を利用した事前予約システムを導入する。 

・予約開始は令和 3年 10月 18日(月)～令和 3年 10月 29日(金)の予定。 

・牧之原市の公式 LINEをお友達登録することで予約できるようにする。 

・LINE予約の利用促進のため、特典として予約者に 500円の商工会共通商品券を

プレゼントする。 

 

３ デジタルスタンプラリーについて 

(1) 名称：RIDE ON MAKINOHARA 商工業者応援デジタルスタンプラリー 第 2弾 

(2) 概要 

① 市公式 LINEアカウントへ登録（お友達登録） 

② 登録後、市公式 LINEから「スタンプ」を選択し、スタート 

③ 600円お買い上げごとに参加店舗に設置されたQRコードを読み込むとスタンプが押

される 

④ スタンプが3つ揃った時点で応募フォームから参加者情報を入力すると、1,000円分

の商品券と交換。(後日郵送) 

⑤ システムの抽選機能を利用して、抽選でさらに商品券が当たるキャンペーンを実施

する。1 ラリーにつき 1 回抽選が引け、当たると 1,000 円もしくは 2,000 円の商

品券がプレゼントされる。 

・１人当たりの最大利用回数を 6ラリーとするため、一人当たり最大 6,000円の

商品券が受け取れる(抽選分除く)。 

・スタンプラリーとプレミアム商品券との相乗効果で、市内商工業の活性化を狙

う。 

(3) 参加店舗  

   128店舗(令和 3年 9月 27日時点) 

(4) 実施期間 

令和 3年 10月 20日(水)～令和 3年 12月 27日（月)  

※進行状況により、延長または早期終了の場合有 



 

 

 

 

RIDE ON MAKINOHARA 誘客キャンペーン（第 3 弾）について 

 

 

【趣旨】 

新型コロナウイルスの影響により疲弊している市内宿泊業者・飲食業者の救済措置として、

昨年度行った第１弾・第 2 弾に引き続き RIDE ON MAKINOHARA 誘客キャンペーンの第

3弾を開催、市内宿泊者へ商品券を配布し、宿泊助成及び市内での飲食や体験、土産等に

使用してもらうことにより牧之原市内の経済活性化の推進を目的とする。 

 

【実施事業者】  一般社団法人まきのはら活性化センター 

 

【実施期間】   令和 3 年 11 月 1 日(月)チェックイン～令和 4 年 2 月 1 日(火)チェックアウト 

まで 

予約開始は令和 3 年 10 月 21 日から 

           （新型コロナウイルスの影響により事業を停止する場合があります。） 

            

【助成対象者】  牧之原市内の宿泊施設に宿泊する方 2,400 名対象  

※緊急事態宣言やまん延防止重点措置の対象地区からの宿泊者は対象外

となります。 

 

【助成額】     宿泊助成対象者 1 人あたり 1 泊につき 5,000 円分の商品券（1,000 円 

券×5 枚） 

           商品券は商工会登録店舗及びまきのはら活性化センター認可店舗にて使用 

できます。（飲食店・宿泊施設・体験施設等） 

※他の助成制度との併用も可能です 

 

《商品券対象店舗》 

牧之原市商工会会員登録店舗（291 店舗） 

まきのはら活性化センター認可店舗（26 店舗）  

 

定例記者懇談会 資料 No６  

令和３年９月 29日 

産業経済部 商工観光課 

電話 0548-53-2623 



定例記者懇談会 資料№７  

令和 3年 9月 29日 

教育文化部社会教育課 

0548-53-2646 

 

市史料館企画展「続・まきのはらを築いた人々」の開催について 
 

 

１ 趣旨 

近年、田沼意次侯ゆかりのまちとして紹介される牧之原市。しかし、それ以外にも、

この地域には豊かで面白い歴史や偉人が眠っている。そこで本展示では、当市と関係

の深い偉人たちの未公開史料を通して、一般には知られていない歴史を紹介すること

で、“まきのはら”の新しい魅力を発見する機会を提供する。 

 

２ 概要 

名  称 続・まきのはらを築いた人々―郷土の偉人と未公開資料展― 

開催期間 令和 3 年 10 月 2 日（土）～令和 4 年 2 月 27 日（日）  

会  場 牧之原市史料館 1 階展示室（静岡県牧之原市相良 275-2） 

開館時間 午前 9 時 00 分から午後 4 時 00 分まで 

入 館 料 大人 220 円 小人 110 円（市内小中高生無料） 

※ 入館券の代わりとして、田沼意次侯銅像建立記念御城印（先着 500

名程度・在庫切れの場合は従来の相良城御城印）を配付。期間中は、

1 名様につき御城印 1 枚で何回でも見学可能とする。 

主  催 牧之原市教育委員会 

 

３ 田沼意次侯銅像建立記念御城印 

◆ 寸法 16.0cm×10.4cm 

◆ 令和 3年 5月 29日の田沼意次侯銅像除幕を記念 

して発行された新しい相良城御城印 

 

４ 展示内容 

（1）培本塾の設立者たち【10 月 2 日～10 月 31 日】 

  小田原勇を中心に公益財団法人・培本塾の設立に関係した人々を紹介する。 

（2）田沼研究家・後藤一朗【11 月 2 日～11 月 28 日】 

  田沼意次侯顕彰運動の礎を築いた書家及び郷土史家の後藤一朗を紹介する。 

（3）明治の豪傑・久保遊雲【11 月 30 日～12 月 26 日】 

  明治時代の西南戦争・日清戦争・日露戦争に従軍した久保遊雲を紹介する。 

  → 久保遊雲旧蔵の掛軸類を展示 

  ⇒ 乃木希典二行書は大正 15（1926）年以来、95 年ぶりの公開となる。 

（4）坂口谷川と坂部の人々【1 月 15 日～2 月 27 日】 

  坂口谷川の古絵図や宮下遺跡の発掘出土品を展示し、坂部の歴史を振り返る。 



 

 

久保遊雲旧蔵「乃木希典二行書」の再発見について 

 

1. 久保遊雲（本名：清太郎）の略歴 

 現在の牧之原市大沢出身。嘉永 6（1853）年の生まれ。西南戦争・日清戦争・日露

戦争に志願従軍した勇士で、この三大戦役を全て経験し生還した人物は、旧相良町で

は遊雲ただ一人といわれている。除隊後は、地元の在郷軍人団幹部や町会議員を歴任

し、昭和 18（1943）年に 88歳で死去した。 

本名は清太郎、雅号は遊雲で、別号として嶽南老軍曹を用いた。書画が得意で、筆

の代わりに石へ墨を付けて描く独自の手法で、富士山やえびず大黒などの作品を描い

た。また、日露戦争の際、部下として目を掛けられたことから乃木希典を大変尊敬し

ており、乃木作の漢詩をしばしば画賛に用いた。 

 

2. 乃木希典二行書について 

 乃木希典（1849-1912）は、明治・大正期に活躍した陸軍軍人。東郷平八郎と並ぶ

日露戦争の英雄の一人で、旅順攻囲戦を指揮したことや明治天皇の崩御後に殉死した

ことで知られる。晩年は第 10 代学習院長として、昭和天皇など皇族や華族の子弟教

育にも従事した。乃木大将、乃木将軍と呼ばれることも多い。 

 本作品は、久保遊雲の旧蔵品で、明治 41（1908）年に遊雲の求めに応じて乃木希典

が自作の和歌を揮毫したもの。大正 15（1926）年 9月、東京の三越呉服店で開催され

た乃木大将 15 年記念展覧会に出陳された（全 277 件）。昭和 9（1934）年、遊雲が売

却（代金は救済資金や国防献金に活用）して以降、所在不明となっていた。 
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 報道機関への情報提供資料（牧之原市） 資料８ 

（施策、イベント、行事等の名称） 

～スマホアドバイザーが教える～ 

牧之原市スマートフォン体験教室 

問い合わせ先 

牧之原市総務部デジタル推進課 

担当：渡辺 

電話：0548-23-0033（直通） 

日 時 

場 所 

令和３年11月８日  10:00－12:00 （相良総合センターい～ら 福祉団体活動室） 

11月15日  14:00－16:00 （榛原文化センター ３階大会議室） 

11月22日  10:00－12:00 （相良総合センターい～ら 福祉団体活動室） 

11月26日  10:00－12:00 （榛原文化センター ３階大会議室） 

担 当 課 牧之原市デジタル推進課 

（内容） 

目 的  デジタル社会の基盤となるスマートフォンを所有していない人に、実機に

触れながら便利さを体験してもらい、スマートフォンに対する抵抗や不安

を取り除くことを目的とする。 

講座名  「スマートフォン体験教室」 約 120分 

      ・ガラケーやスマホ、Androidと iPhoneの違い 

      ・基本操作やカメラ、マップ等のアプリ体験 

      ・LINEや PayPayの紹介など 

対 象  スマートフォン未所有の市民（年齢不問） 

定 員  各回 20人 

※榛原・相良でそれぞれ２回×20人  計 80人 

参加費  無料 

講 師  ソフトバンク㈱が派遣するスマホアドバイザー 

申込方法 TELまたは FAXでデジタル推進課まで 

申込期限 令和３年 10月 15日（金） 

参 考  ・講座用のデモ機は、参加者全員分を無料貸し出し。 

・講座受講者にアンケートを実施。次回以降の参考にする。 

・参加者多数の場合は抽選とする。 

（抽選ではずれた人は、次回開催時に優先的にご案内） 

（添付資料） 

チラシ 

牧之原市情報交流課 電話 0548-23-0040 / FAX 0548-23-0059 
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